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表紙写真／「SLパレオエクスプレス」（資料提供：秩父鉄道株式会社）
　ＳＬパレオエクスプレスは、昭和63年（1988）3月、
秩父鉄道 熊谷～三峰口間で運行を開始しました。蒸気
機関車C58363（シゴハチ サンロクサン）は、昭和
19年（1944）製造、客車も貨車も牽ける万能機関車
として東北地方などの旧国鉄で活躍、現役引退後は
吹上町立（現鴻巣市立）吹上小学校の校庭で余生を
送っていましたが、昭和63年に熊谷市で開催された 

「さいたま博覧会」にあわせて復活しました。パレ
オエクスプレスという愛称は、秩父地方におよそ
二千万年前に生息していた海獣パレオパラドキシア
の「パレオ」と急行を意味する「エクスプレス」を
あわせたものです。都心から日帰りでも利用できる
観光列車として3月から12月の土日祝日を中心に運行するとともに、沿線地域や企業と連携したイベン
トを開催しています。　
　秩父鉄道：明治32年（1899）11月「上武鉄道株式会社」として設立、明治34年（1901）10月熊谷～
寄居間が開業、大正5年（1916）3月社名を「秩父鉄道株式会社」に改称、昭和5年（1930）3月羽生～
三峰口間全線が開業、営業キロ75.4キロは地方民鉄の中ではトップクラス。

　「ＳＬパレオエクスプレス」のお問い合わせ先　　
　電話番号：048-523-3313　　https://www.chichibu-railway.co.jp/
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　日ごろ、当連合会の事業の推進につきまして、格別の御支援、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　私は、去る5月18日の通常総会、臨時理事会におきまして役員改選が行われ、公益社団法人埼玉県
危険物安全協会連合会会長に再選され就任いたしました。
　会長として４年目を迎え、もとより微力ではありますが、誠心誠意、職務を全うすべく一層の努
力を尽くす所存でございますので、引き続き御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、ここ数年、新型コロナウイルス感染症により様々な社会経済活動に大きな影響が出ており
ます。一方で、地震、台風、集中豪雨などによる自然災害や大規模火災、爆発などの事故が各地で
発生しており、日頃から災害、事故へ備えることの重要性に変わりはございません。
　特に、私たちの関わる危険物は、経済活動の基盤であり国民生活に不可欠なものですが、ひとた
び危険物の事故が発生しますと、多くの生命や財産を奪うばかりではなく、周辺地域にも環境汚染
等大きな影響を及ぼすおそれがあります。
　このような中、「民による公益の増進」の一翼を担う公益法人として、「自らの安全は自らの手で
守る」という自主防災の実現のために、当連合会の果たす役割の重さを強く認識しているところで
ございます。
　当連合会におきましては、危険物安全管理思想の普及啓発や危険物取扱者への保安講習、危険物
取扱者試験準備講習会などを実施し、防災意識の高揚と危険物取扱者の資質向上を図り、危険物事
故の撲滅のため更なる努力を重ねて参る決意でございます。皆様方には、これまでにも増して、御
支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご　 挨　 拶

公益社団法人埼玉県危険物安全協会連合会
会長　榎田　達治

一連の
確かな所作で
　� 　　　無災害

（令和４年度危険物安全週間推進標語）
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　令和４年度の通常総会は、令和４年５月18
日、さいたま市中央区のブリランテ武蔵野で開
催されました。
　総会では、令和３年度の事業報告及び決算報
告である第１号議案及び第２号議案が一括して
説明され、特に質問はなく承認されました。（10
頁～ 13頁参照）
　また、第３号議案令和４年度会費について及
び第４号議案任期満了等に伴う次期役員の選任
についても、原案のとおり可決されました。
　新しい体制の役員は、役員名簿（17頁参照）
をご覧ください。
　なお、例年、通常総会及び表彰式後に開催し
ておりました意見交換会については、新型コロ
ナウイルス感染防止のため開催を見送りまし
た。

　埼危連副会長、埼玉県消防課長、さいたま市
消防局長、各ブロック代表消防長、石油業協同
組合及び埼玉県トラック協会で構成される埼玉
県危険物事故防止連絡会が、令和４年６月１日
に埼玉県危機管理防災センターで開催されまし
た。新型コロナのため書面開催が続いていまし
たが、３年ぶりの対面による会議開催となりま
した。
　会議では、まず、県消防課から「危険物事故
発生状況」及び「保安教育資料の作成」について
報告がありました。
　埼玉県内の危険物施設数は、令和３年３月末
時点で12,238施設となっており、減少傾向にあ
ります。

令和４年度通常総会開催

埼玉県危険物事故防止連絡会

　県内で発生した危険物に係る事故件数は、近
年は30件前後で推移していましたが、平成30
年に44件と増加し、令和２年は32件と減少し
ましたが令和３年は再び46件と増加しました。
　過去10年間に県内で発生した危険物施設の
事故（336 件）を施設別に見ると、給油取扱所

（190件）が最も多く、次に一般取扱所（63件）、
移動タンク貯蔵所（20件）の順となっています。
　事故の発生原因では、過去10年間で最も多い
のが物的要因の破損で、主に給油取扱所におい
て顧客の運転操作ミスにより施設の破損や危険
物の流出が生じたケースとなっています。人的
要因では操作確認不十分が最も多くなっていま
す。
　事故防止連絡会では、類似の原因による危険
物事故が繰り返し発生していること、そして過
去に起きた事故事例には様々な教訓が含まれて
いることから、県内で発生した事故事例につい
て、事故の原因や対策等を整理しホームページ
で紹介しています。
　是非、ホームページをご覧いただき、事故防
止の参考にしてください。

《 埼玉県危険物事故防止連絡会 》
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0404/
kikenbuturenrakukai.html

　令和４年度埼玉県危険物安全講演会が、埼玉
県、危険物事故防止連絡会と当連合会の共催によ
り開催されました。
　今年度も昨年度と同様に、埼玉県公式限定公開
セミナー動画をYouTubeチャンネルにより６月
８日から７月７日の間配信し、開催されました。
　講演内容は、危険物保安技術協会 業務部 工藤 
守 氏を講師にお迎えし、「近年の危険物施設にお
ける事故事例と安全対策」（６頁参照）と題して
動画の配信が行われました。
　各協会から会員事業所等に情報提供いただく
など、多くの方々に講演会を御視聴いただきまし
た。ありがとうございました。

令和４年度埼玉県危険物安全講演会
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　令和４年５月18日の当連合会通常総会にあわ
せて行われた表彰式において、公益社団法人埼
玉県危険物安全協会連合会会長表彰及び関東甲
信越地区危険物安全協会連合会会長表彰の伝達
が、埼玉県危機管理防災部長 三須 康男様のご
臨席のもと行われました。また、退任する役員、
職員の方々へ、榎田会長から感謝状が贈られま
した。

　例年、東京都内で開催される全国危険物安全
大会にあわせて行われている消防庁長官表彰及
び（一財）全国危険物安全協会理事長表彰の表彰
式は、今年度は新型コロナウイルス感染防止の
ため中止となりました。
　令和４年度安全功労者総務大臣表彰の表彰式
は、７月22日、総務省において行われました。
　それぞれ受賞者は次の方々です。（敬称略）
　皆様、たいへんおめでとうございます。

~~~~~~~~~~~~~~
安全功労者総務大臣表彰
　北本市防火安全協会会長 鈴木　明男

消防庁長官表彰
○優良危険物関係事業所
　日本フエルト株式会社 埼玉工場
 取締役常務執行役員工場長　佐藤　文夫

榎田会長からお一人お一人に対しまして、表彰状・
感謝状が手渡されました。表彰された皆様、誠にお
めでとうございます。また、退任された皆様におかれ
ましてはご苦労様でございました。

（一財）全国危険物安全協会理事長表彰
○危険物保安功労者（個人）
　深谷地区防火安全協会会長 伊藤　文一
　八潮市防火安全協会会長 大月　正雄

○優良危険物関係事業所
　 太平洋セメント株式会社 熊谷工場
 工場長　家亀　正行

○感謝状
　前加須市危険物防火安全協会会長
 原田　勝一

関東甲信越地区危険物安全協会連合会会長表彰
○協会発展と災害防止功労
　加須市危険物防火安全協会会長 堀越　正道
　熊谷市防火安全協会会長 岡村　正明
　行田市防火安全協会会長 小川　貢三郎
　飯能地方防火安全協会副会長 豊田　義継
　所沢市防火安全協会副会長 田中　秀雄
　上尾伊奈防火安全協会副会長 倉持　雄二
　志木市保安防火安全協会副会長 中川　雅靖
　坂戸・鶴ヶ島防火安全協会副会長
 池内　明美
　八潮市防火安全協会副会長 来　　昌伸

○諸設備の充実と安全管理功労
　理研コランダム株式会社 本社・鴻巣工場
　有限会社 山田塗装工業所
　有限会社 羽生モータースクール

埼玉県危険物安全協会連合会会長表彰　
○感謝状
　神杉　　章　　前埼危連理事
　吉澤　利雄　　前埼危連理事　
　程田　幸治　　前埼危連事務局次長
○優良危険物事業所
○優良危険物取扱者　　　次ページに続く
○優良普及啓発活動 ｝

危険物安全功労者表彰
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No. 事　　業　　所 地　　域
1 東京インキ株式会社 吉野原工場 さいたま市
2 埼玉機器株式会社 〃
3 北海製罐株式会社 岩槻工場 〃
4 明治ロジテック株式会社 関東支店 川 口 市
5 大商化成株式会社 東京工場 〃
6 社会医療法人社団大成会 武南病院 〃
7 埼玉太平洋生コン株式会社 東松山工場 比 企 地 区
8 株式会社健正堂 〃
9 富士インキ製造株式会社 〃
10 株式会社ユタカ技研 嵐山製作所 〃
11 有限会社栗島油店 〃
12 株式会社スーパーバリュー 上尾愛宕店 上 尾 伊 奈
13 株式会社大宮ゴルフコース 〃
14 コスモ石油販売株式会社 西関東カンパニー セルフ伊奈給油所 〃
15 アグロ　カネショウ株式会社 所 沢 市
16 タツムテクノロジー株式会社 児 玉 郡 市
17 暁運送株式会社 〃
18 大森クローム工業株式会社 埼玉工場 〃
19 パーカー加工株式会社 川越工場 川 越 地 区
20 有限会社田村商店 羽 生 市
21 武蔵丘ゴルフコース 飯 能 地 方
22 有限会社大沢商店 深 谷 地 区
23 亀井産業株式会社 〃
24 出光リテール販売株式会社 関東カンパニー セルフ岡部SS 〃
25 株式会社ダイヤ昭石 セルフ妻沼給油所 熊 谷 市
26 株式会社東日本宇佐美 埼玉栃木販売支店 １７号深谷バイパス給油所 〃
27 入間川ゴム株式会社 狭 山 市
28 ほくさい農業協同組合 川里中央支店 鴻 巣 市
29 有限会社吉田商店 〃
30 三宝開発株式会社 鴻巣カントリークラブ 〃
31 コスモ石油販売株式会社西関東カンパニー セルフピュア行田 行 田 市
32 大洋香料株式会社　埼玉工場 〃
33 有限会社山口特殊印刷 〃
34 株式会社 中島木芸社 朝 霞 市
35 株式会社 中宿燃料店 西入間広域
36 株式会社エースパッケージ 幸 手 市
37 ユーキ塗料株式会社 越谷事業所 越 谷 市
38 越谷輸送協同組合 〃
39 安戸・田宮土地改良区 杉 戸 町
40 株式会社　ENEOSウイング Dr.Driveセルフ春日部中央SS 春 日 部 市
41 有限会社　春日部ゴム 〃
42 日特印刷株式会社 〃
43 日の出ドライクリーニング　株式会社 〃
44 アトミクス株式会社 加須工場 加 須 市

埼玉県危険物安全協会連合会会長表彰（続き）
１　優良危険物事業所
　　 危険物施設において、危険物施設の安全管理に努め、

他の模範となる事業所

No. 事　　業　　所 地　　域
45 出光リテール販売株式会社 関東カンパニー セルフ加須市役所前SS 加 須 市
46 石福金属興業株式会社 草加工場 草 加 市
47 株式会社ハタノシステム 埼玉サービスセンター 久 喜 地 区
48 内外カーボンインキ株式会社 関東久喜工場 〃
49 有限会社小澤 〃
50 イサム塗料株式会社 東京支店 戸 田 市
51 みどり化学株式会社 みどりが丘工場 秩 父
52 株式会社京葉興業 吉 川 松 伏
53 株式会社グローバル交通 〃
54 三菱倉庫株式会社 東京支店 新座営業所 新 座 市
55 株式会社埼玉イエローハット 和 光 市
56 JFE条鋼株式会社 東部製造所 三 郷 市
57 有限会社大池 〃
58 富士産業株式会社 八潮営業所 八 潮 市
59 鬼怒川ゴム工業株式会社 入 間 市
60 マキ自動車工業株式会社 〃
61 社会福祉法人埼友会 介護老人保健施設アヴニール 入 間 市
62 鴻巣アドバンス株式会社 北 本 市
63 自動車精工株式会社 桶 川 市
64 株式会社鶴ヶ島運輸 坂戸・鶴ヶ島
65 株式会社佐伯紙工所 白岡工場 白 岡 市
66 NXトランスポート株式会社 日高支店 日 高 市

No. 氏　　名 事　　業　　所 地　　域
1 上原美智子 株式会社重松製作所 埼玉事業所 さいたま市
2 長谷川良孝 有限会社昭和メタル 岩槻営業所 〃
3 阿久井光雄 有限会社アクヰ塗装工業 川 口 市
4 滝田　昌宏 平田ゴム工業有限会社 〃
5 内山　忠雄 有限会社高坂石油 比 企 地 区
6 町田　俊介 東鋼工業株式会社 〃
7 服部　彰洋 株式会社ファインシンタ― 〃
8 遊馬　利治 ホクブトランスポート株式会社 所 沢 市
9 平児玉和広 株式会社日本マイカ製作所 児 玉 郡 市
10 大里　健一 三愛オブリガス東日本株式会社 北関東支店本庄営業所 〃
11 木村　　隆 株式会社木村周作商店 羽 生 市
12 大橋　輝男 有限会社塚田運輸 熊 谷 市
13 小林　陽輔 有限会社小林石油 〃
14 片山　　聡 大日本印刷株式会社 狭山第２工場 狭 山 市
15 栗原　潤一 小山レミコン株式会社 行 田 市
16 仲村　信清 関東油研株式会社 朝 霞 市
17 初野　信一 有限会社 初野石油店 西入間広域
18 今井　　満 有限会社 今井石油 〃
19 中山　　勝 オルガノフードテック株式会社 本社工場 幸 手 市
20 神保　　久 神保商店 越 谷 市
21 川口　祐史 株式会社エマナック東日本 杉戸工場 杉 戸 町

２　優良危険物取扱者
　　 危険物の安全管理について、特に顕著な功労があり、

他の模範となる危険物取扱者
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No. 氏　　名 事　　業　　所 地　　域
22 鳥海　清人 有限会社鳥海清人商店 加 須 市
23 川島　郁夫 有限会社エネテックカワシマ 〃
24 清水　由紀 オーシカケミテック株式会社 草加工場 草 加 市
25 吉田　徳司 株式会社クリエイト 久 喜 地 区
26 永井　克己 株式会社ナガイ 戸 田 市
27 嶋﨑　修一 株式会社坂本石油 秩 父
28 矢島　隆之 株式会社ミツウロコヴェッセル秩父店 〃
29 堀口　一也 下妻液化ガス株式会社 セルフ秩父店 〃
30 佐伯　幸治 橋本産業株式会社 埼玉南営業所 新 座 市
31 二平　昌明 株式会社小坂研究所 三 郷 市
32 宮田　勝正 東洋ビニール株式会社 〃
33 齋藤　友秀 三愛オブリ株式会社 東京オイルターミナル 八 潮 市
34 齊藤　　進 株式会社セイコーアドバンス 埼玉工場 蓮 田 市
35 本澤　康裕 有限会社本沢商店 〃
36 赤松　孝之 日東化成株式会社 日高工場 日 高 市

３　優良普及啓発活動
　　 危険物安全管理思想の啓蒙及び普及において、特に顕著

な功労があり、他の模範となる個人、団体又は事業所

No. 個人・団体・事業所 地　　域
1 株式会社サイサン さいたま市
2 埼玉トヨタ自動車株式会社 〃
3 株式会社ジェイアール東日本都市開発　埼京支社 〃
4 髙杉　雄一（有限会社高廣建設） 川 口 市
5 アド写真工房 〃
6 産栄車輛工業株式会社 〃
7 小原住設株式会社 〃
8 介護老人福祉施設しののめ 上 尾 伊 奈
9 佐藤自動車整備株式会社 〃
10 株式会社いなげや 所沢狭山ヶ丘店 所 沢 市
11 社会福祉法人神流福祉会 特別養護老人ホームいろりの友 児 玉 郡 市
12 株式会社東環エンジニアリング 〃
13 ベストバンケット五州園 株式会社 〃
14 ヤマト・インダストリー株式会社 川 越 地 区
15 株式会社協成 川越工場 〃
16 クリーニングのなか 〃
17 医療法人博療会　佐瀬病院 飯 能 地 方
18 株式会社岡部コントリビューションパーク 深 谷 地 区
19 特別養護老人ホーム 深緑苑 〃
20 小暮商店 〃
21 廣瀬　俊明（株式会社ＵＡＣＪ深谷製造所） 〃
22 ポーライト株式会社 熊谷工場 熊 谷 市
23 医療法人啓清会 関東脳神経外科病院 〃
24 狭山入間自動車協業組合 狭 山 市
25 小島化学薬品株式会社 〃
26 株式会社 小川商店 鴻 巣 市
27 株式会社 茶文産業 朝 霞 市
28 有限会社　旭ネームプレート製作所 〃

No. 個人・団体・事業所 地　　域
29 東京デリカ食品株式会社 朝 霞 市
30 釜久米菓株式会社 越生工場 西入間広域
31 学校法人越生学園 武蔵越生高等学校 西入間広域
32 学校法人飯島学園 さなえ幼稚園 越 谷 市
33 医療法人今井病院 杉 戸 町
34 潮田　花枝（社会福祉法人愛の泉） 加 須 市
35 医療法人徳洲会加須ふれあいクリニック 〃
36 株式会社 エンスカイ 草 加 市
37 学校法人光学園 大畑こども園 秩 父
38 薗田　建（秩父神社） 〃
39 Olympic秩父店 〃
40 株式会社ツツミ 蕨
41 瀧野川信用金庫 蕨支店 〃
42 株式会社三井住友銀行 わらび支店 〃
43 東武エキア志木テナント会 新 座 市
44 ベルセゾン 〃
45 株式会社白洋舍 東京支店 新座工場 〃
46 アライ電機産業株式会社 和 光 市
47 株式会社早稲田技研防災 志 木 市
48 株式会社市之瀬工務店 〃
49 川口信用金庫 志木支店 〃
50 大村商事株式会社 〃
51 株式会社細田管工 〃
52 有限会社ヤサト工業 三 郷 市
53 有限会社岡庭製作所 〃
54 株式会社　拓洋 八 潮 市
55 医療法人 一樹会 篠田中央クリニック 入間東部地区
56 有限会社 岡本モータース 〃
57 日本住宅パネル工業協同組合 〃
58 有限会社 髙山自動車整備工場 〃
59 株式会社松下電機製作所 蓮 田 市
60 トーエイ物流株式会社 蓮田物流センター 〃
61 大川　征男（北本ハウス園芸組合） 北 本 市
62 有限会社堀部モータース 〃
63 株式会社埼玉産業 桶 川 市
64 株式会社コモディイイダ 鶴ヶ島店 坂戸・鶴ヶ島
65 太田屋ガス興業 〃
66 株式会社ヤオコー 新白岡店 白 岡 市
67 東武レジャー企画株式会社 〃
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近年の危険物施設における事故事例と安全対策
危険物保安技術協会 業務部　　工藤 守　氏

　毎年、危険物施設における過去１年分の事故を統計処理した資料が消防庁より公開されます。今
年は5月26日に公開され、その内容は「令和3年中の危険物に係る事故の概要」の他、風水害対策の
留意事項、危険物施設における火災事故及び流出事故の代表的な事例の紹介など、危険物施設を安
全に運営するうえで有益な情報などが含まれています。
　本紙面では、消防庁から公開された資料をもとに、主に近年の危険物施設における事故の傾向と
対応策について私見を記載します。
　また、季節柄、風水害への備えについても簡単に紹介します。

１　危険物に係る事故の概要
（１）危険物施設における事故発生件数の推移
　消防庁から公開された平成元年から令和3年までの危険物施設数及び危険物施設における火災・
流出事故発生件数の推移は図１のとおりです。
　危険物施設数は平成元年から令和3年まで減少を続け、令和3年には平成元年の約0.7倍の40万件
弱になっています。一方、事故発生件数は平成6年を境に増加傾向を示し、令和3年の事故の総数
は平成元年以降で最も多い646件で、事故が最も少なかった平成6年の約2.25倍に増加しています。
事故の内訳では、火災事故が平成6年の約2倍の244件、流出事故が同じく約2.4倍の422件となって
います。

（２）火災・流出事故の発生要因
　令和3年中の危険物施設における火災事故の発生要因は図２、同じく流出事故の発生要因は図
３のとおりです。
　火災事故の発生要因は、人的要因が全体の53.6％、物的要因が同じく27.2％で、人的要因が物的
要因の約2倍となっており、人的要因では維持管理不十分（全体の18.3％）や操作確認不十分（全体
の17.0％）で、物的要因では腐食疲労等劣化（全体の11.2％）で高い数値を示しています。
　一方、流出事故の発生要因では、人的要因が全体の35.3％、物的要因が同じく55.0％となってお
り、人的要因より物的要因が多く発生しています。流出事故の発生要因の全体の35.8％が腐食疲
労等劣化とされており、非常に高い数値を示しています。

図１　危険物施設数及び危険物施設における火災・流出事故発生件数の推移



─ 7 ─

　危険物施設における火災事故の要因別発生件数の推移は図４、同じく流出事故の要因別発生件数
の推移は図５のとおりです。
　火災事故については、全ての年で、人的要因が物的要因より多く発生し、人的要因は年によって
増減の幅が大きく現れています。物的要因は、近年増加傾向にあることが読み取れます。
　流出事故については、平成元年から平成20年頃までは人的要因と物的要因ともに、発生件数が類
似した増減を示していますが、平成22年頃からは物的要因が増加し、人的要因が減少又は横ばいと、
異なった傾向を示しています。
　図２と図３では、火災と流出のどちらの事故についても腐食疲労等劣化が高い数値を示しており、
これは危険物施設に限ったことではありませんが、以前から指摘されている長期使用による施設等
の経年劣化が事故発生の大きな要因の一つと考えることができると思います。

　危険物施設の経年劣化への対応として、危険
物施設の維持・管理の考え方を図６に示しま
す。点検の頻度、質、対象や範囲の配分などに
応じて、事故発生のリスクが増減すると考えら
れます。入念に点検を行えば事故発生のリスク
を最小限に抑えることが可能となる一方、一般
的にコストが大きくなります。限られたリソー
ス（人、費用など）を有効に活用しながら危険物
施設を将来に向けて適切に維持・管理するため
には、多くの情報を集め、戦略的な点検を計画・
実施することが重要と考えられます。

図５　危険物施設における流出事故の要因別発生件数の推移

図６　危険物施設の維持・管理の考え方　

図３　令和3年中の危険物施設における流出事故の発生要因図２　令和3年中の危険物施設における火災事故の発生要因

図４　危険物施設における火災事故の要因別発生件数の推移
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２　風水害への備え
　近年、異常気象に起因する社会的
に大きな影響を及ぼすような災害が
一年を通じて頻発しており、ここで
は季節柄、風水害への備えについて
紹介します。
　今年の5月以降、関東地方でも竜
巻や突風、ひょうや激しい雷雨など
が発生しています。消防庁では、風
水害への備えについて、事業者や関
係行政機関等の協力を得ながら検討
し、令和2年3月に「危険物施設の風
水害対策のあり方に関する検討報告
書（令和元年度　中間まとめ）」を、
令和3年3月に「危険物施設の風水害
対策のあり方に関する検討報告書」
を、それぞれ公開しています。
　これらの報告書には、風水害を「浸
水・高潮」「土砂崩れ」「強風」「そ
の他（停電等）」の４事象に区分して
留意点をまとめたチェックリストの
例（図７参照。）や、当該チェックリ
ストの例に示された実施する項目を
タイムラインに沿って「平時からの事前の備え」「風水害の危険性が高まった場合の応急対策」「風
水害に伴う危険物の流出や火災が発生した場合の応急対策」にまとめたフローチャートの例（図
８参照。）が掲載されており、これらを活用した風水害対策の全体像（図９参照。）としてまとめら
れています。

図８　フローシートの例（平時からの事前の備え）

図７　チェックリストの例（製造所）
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　自然災害の中でも現在の科学では未だ予測が困難な地震と異なり、気象情報は、中・長期的に
比較的高い精度をもって予測が可能となってきています。全ての自然災害を止めることは難しく
ても、ある程度予測が可能な災害に対しては、平時から準備しておくことで、その影響度合いを
限定的に、かつ、極限化することは可能であると考えられますので、是非、前記の報告書を参考
にして風水害に備えてください。

　最後になりますが、日頃から危険物施設を安全に運営・維持管理されている事業者とその関係
者の皆さま、危険物に関するご指導等される消防関係機関の皆さまのご尽力に敬意を表すととも
に、本稿が安全・安心な社会生活構築への一助になれば幸いです。

＜出典＞
・ 消防庁 令和3年中の危険物に係る事故に関する執務資料の送付について（通知）（令和4年5月26日

付け消防危第113号）［図１、図２、図３、図４、図５掲載］
　https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/b24505e04c38d99101dda5c42b7f5f8f36aec676.pdf
・ 消防庁 危険物施設の風水害対策のあり方に関する検討報告書（令和元年度 中間まとめ）（令和2年3月）
　https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-44/03/houkokusho_zenbun.pdf
・ 消防庁 危険物施設の風水害対策のあり方に関する検討報告書（令和3年3月）［図７、図８、図９掲載］
　https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-62/03/houkoku.pdf

（誌面編集者より）
　誌面の都合上、掲載した図表が小さく文字が判別しづらいことをお詫びいたします。なお、掲載した
図表につきましては＜出典＞に掲載されておりますのでご覧ください。

図９　危険物施設の風水害対策ガイドラインを活用した対策の全体像（イメージ）
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令 和 ３ 年 度 事 業 報 告
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日）

　消防法に基づく危険物に起因する災害防止を目的として、安全管理思想の普及啓発や危険物取扱者
の資質向上の促進を図るため、保安講習並びに危険物取扱者試験準備講習会などを実施した。なお、
新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の事業が中止又は実施方法の変更となった。
１　公益目的事業
（１）普及啓発事業
　　ア　機関誌「埼危連」第１２号の発行 ８，４００部
　　イ　危険物安全講演会の開催（埼玉県と共催）　講演動画の配信による開催
　　ウ　危険物安全ポスターの配布 ６，５７０枚
　　エ　リーフレット ２１，０００部
　　オ　表彰
　　　　 　危険物の安全管理に努め、他の模範となる事業所などの会長表彰を行うとともに、安全功

労者総務大臣表彰などの対象者の推薦を行った。
　　　　　・連合会会長表彰　　　１７８個人・事業所
　　　　　・総務大臣表彰、消防庁長官表彰、（一財）全国危険物安全協会理事長表彰等への推薦
　　カ　危険物安全管理思想普及啓発強化助成事業　　休止　
　　キ　インターネットを活用した普及啓発
　　　　連合会の実施事業をホームページに掲載し、危険物安全管理思想の普及啓発に努めた。
（２）講習等事業
　　ア　危険物取扱者準備講習会　　　実施回数２１回　　受講者数７５７人
　　イ　危険物取扱者保安講習　　　　 会場開催実施回数２７回　オンライン実施回数４回 

受講者数６,０３９人　

２　収益事業
　テキスト等販売事業
　　ア　危険物取扱者試験準備用テキストの販売　　　　　　　　　　２，８３７部
　　イ　地下タンク等点検済証の販売（移動貯蔵タンク含む）　　　　１，６２０枚

３　法人会計
（１）諸会議の開催
　　ア　総会　　　　　　　　　　令和３年５月１２日（ブリランテ武蔵野）
　　イ　理事会　　　　　　　　　４回　
　　ウ　正副会長打合せ会議　　　４回
　　エ　事務局長会議　　　　　　２回（うち１回は書面による開催）
　　オ　表彰選考委員会　　　　　１回
　　カ　危険物安全管理思想普及啓発強化助成事業選定委員会　休止
　　キ　会長研修会　中止
　　ク　事務局長・事務主任者研修会　中止
（２）県内関係団体との連携
　　ア　地区協会周年記念式典への参加　中止
　　イ　埼玉県消防長会・消防救助技術指導会への参加　中止　　
（３）埼玉県危険物事故防止連絡会　書面による開催
（４）他団体との連携
　　ア　（一財）全国危険物安全協会　会議及び研修会等は中止
　　イ　関東甲信越地区危険物安全協会連合会　会議及び研修会等は中止

令和３年度　事業報告・決算報告
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ資産の部

　１．流動資産

　　　　　現金預金 3,670,110 4,969,334 △ 1,299,224

　　　　流動資産合計 3,670,110 4,969,334 △ 1,299,224

　２．固定資産

　　（1）基本財産

　　　　　定期預金 16,556,187 16,555,860 327

　　　　基本財産合計 16,556,187 16,555,860 327

　　（2）特定資産

　　　　　退職給付引当資産 1,047,970 603,680 444,290

　　　　　周年記念事業引当資産 3,100,000 2,900,000 200,000

　　　　　事業収入変動引当資産 0 0 0

　　　　　普及啓発強化引当資産 147,099 147,097 2

　　　　特定資産合計 4,295,069 3,650,777 644,292

　　（3）その他固定資産

　　　　　什器備品 0 0 0

　　　　　減価償却累計額 0 0 0

　　　　その他固定資産合計 0 0 0

　　　　固定資産合計 20,851,256 20,206,637 644,619

　　　　資産合計 24,521,366 25,175,971 △ 654,605

Ⅱ負債の部

　１．流動負債

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金 1,047,970 603,680 444,290

　　　　固定負債合計 1,047,970 603,680 444,290

　　　　負債合計 1,047,970 603,680 444,290

Ⅲ正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２． 一般正味財産 23,473,396 24,572,291 △ 1,098,895

　　　（うち基本財産への充当額） 16,556,187 16,555,860 327

　　　（うち特定資産への充当額） 4,295,069 3,650,777 644,292

　　　正味財産合計 23,473,396 24,572,291 △ 1,098,895

　　　負債及び正味財産合計 24,521,366 25,175,971 △ 654,605

令 和 ３ 年 度 決 算 報 告
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日）

貸　借　対　照　表
令和４年３月３１日現在
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科　　　　　目
公益目的事業会計 収益事業 

等会計 法人会計 合   計普及啓発 
事業

講習等 
事業 小  計 テキスト等 

販売事業
Ⅰ　一般正味財産増減の部
 1. 経常増減の部
（1）経常収益
　　基本財産運用益 327 327 
　　　基本財産受取利息 327 327 
　　特定資産運用益 53 53 
　　　特定資産受取利息 53 53 
　　受取会費 3,761,200 3,761,200 
　　　受取正会員会費 3,761,200 3,761,200 
　　事業収益 30,273,712 30,273,712 4,988,176 35,261,888 
　　　準備講習会事業収益 4,870,400 4,870,400 4,870,400 
　　　テキスト販売事業収益 4,177,200 4,177,200 
　　　点検済証販売収益 534,600 534,600 
　　　保安講習事業収益 25,403,312 25,403,312 25,403,312 
　　　全国危険物安全協会受託収益 276,376 276,376 
　　受取補助金等 998,410 998,410 998,410 
　　　受取全危協助成金 200,000 200,000 200,000 
　　　受取全危協奨励金 798,410 798,410 798,410 
　　　受取関危連助成金 0 0 
　　負　担　金 0 0 
　　　研修会等負担金 0 0 
　　雑収益 59 59 
　　　受取利息 59 59 
　　　雑収益 0 0 
　　経常収益計 998,410 30,273,712 31,272,122 4,988,176 3,761,639 40,021,937 
（2）経常費用
　　事業費 777,450 17,075,898 17,853,348 3,732,706 21,586,054 
　　　防災思想普及啓発事業費 777,450 777,450 777,450 
　　　　表彰費 263,516 263,516 263,516 
　　　　事務費 23,335 23,335 23,335 
　　　　印刷製本費 238,700 238,700 238,700 
　　　　謝金 90,000 90,000 90,000 
　　　　旅費交通費 13,389 13,389 13,389 
　　　　通信運搬費 48,510 48,510 48,510 
　　　　普及啓発強化助成費 0 0 0 
　　　　普及啓発協賛金 100,000 100,000 100,000 
　　　準備講習会事業費 3,130,009 3,130,009 3,130,009 
　　　　旅費交通費 260,655 260,655 260,655 
　　　　事務費 322,386 322,386 322,386 
　　　　食糧費 113,965 113,965 113,965 
　　　　賃借料 519,998 519,998 519,998 
　　　　謝金 1,494,000 1,494,000 1,494,000 
　　　　賃金 0 0 0 
　　　　受付事務費 214,720 214,720 214,720 
　　　　租税公課 204,285 204,285 204,285 
　　　保安講習事業費 13,945,889 13,945,889 13,945,889 
　　　　旅費交通費 437,769 437,769 437,769 
　　　　事務費 1,214,857 1,214,857 1,214,857 
　　　　食糧費 215,564 215,564 215,564 
　　　　賃借料 1,417,542 1,417,542 1,417,542 

正味財産増減計算書内訳表
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

（単位：円）
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科　　　　　目
公益目的事業会計 収益事業 

等会計 法人会計 合   計普及啓発 
事業

講習等 
事業 小  計 テキスト等 

販売事業
　　　　謝金 534,000 534,000 534,000 
　　　　教材費 7,334,178 7,334,178 7,334,178 
　　　　実施事務費 1,830,100 1,830,100 1,830,100 
　　　　租税公課 961,879 961,879 961,879 
　　　テキスト販売事業費 3,105,877 3,105,877 
　　　　テキスト購入費 2,316,648 2,316,648 
　　　　販売協力費 153,150 153,150 
　　　　賃借料 143,748 143,748 
　　　　賃金 180,000 180,000 
　　　　事務費 145,538 145,538 
　　　　租税公課 166,793 166,793 
　　　地下タンク等定期点検促進事業費 626,829 626,829 
　　　　売りさばき金納付支出 523,050 523,050 
　　　　事務費 2,200 2,200 
　　　　旅費交通費 15,436 15,436 
　　　　謝金 54,400 54,400 
　　　　租税公課 31,743 31,743 
　　管理費 385,268 15,822,732 16,208,000 1,222,829 2,103,949 19,534,778 
　　　事務管理費 385,268 15,822,732 16,208,000 1,222,829 1,232,904 18,663,733 
　　　　給料手当 262,931 12,386,879 12,649,810 960,764 385,898 13,996,472 
　　　　退職給付費用 8,886 404,304 413,190 13,328 17,772 444,290 
　　　　福利厚生費 49,801 2,265,893 2,315,694 99,600 74,700 2,489,994 
　　　　旅費交通費 25,390 25,390 
　　　　事務費 20,906 167,245 188,151 20,906 209,055 418,112 
　　　　賃借料 42,744 598,411 641,155 128,231 85,489 854,875 
　　　　謝金 220,000 220,000 
　　　　租税公課 70,000 70,000 
　　　　交際費 144,600 144,600 
　　　会議費 571,045 571,045 
　　　　総会費 331,360 331,360 
　　　　理事会費 239,685 239,685 
　　　　研修費 0 0 
　　　分担金 300,000 300,000 
　　　　分担金 300,000 300,000 
　　　減価償却費 0 0 
　　経常費用計 1,162,718 32,898,630 34,061,348 4,955,535 2,103,949 41,120,832 
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 164,308 △ 2,624,918 △ 2,789,226 32,641 1,657,690 △ 1,098,895
　　　評価損益等計 0
　　　当期経常増減額 △ 164,308 △ 2,624,918 △ 2,789,226 32,641 1,657,690 △ 1,098,895

 2. 経常外増減の部
（1）経常外収益 0
（2）経常外費用 0
　　　当期経常外増減額 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 164,308 △ 2,624,918 △ 2,789,226 32,641 1,657,690 △ 1,098,895
　　　一般正味財産期首残高 10,472,985 10,608,503 3,490,803 24,572,291
　　　一般正味財産期末残高 7,683,759 10,641,144 5,148,493 23,473,396
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0
　　　指定正味財産期首残高 0
　　　指定正味財産期末残高 0
Ⅲ  正味財産期末残高 7,683,759 10,641,144 5,148,493 23,473,396
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令和４年度　事業計画・収支予算

令 和 ４ 年 度 事 業 計 画
（令和４年４月１日から令和５年３月３１日）

１　公益目的事業
（１）普及啓発事業
　　危険物に係る安全管理思想の啓発及び普及を図るため、次の事業を行う。
　　ア　啓発資料（機関誌）の発行
　　イ　ホームページによる防災思想の啓発
　　ウ　危険物安全管理思想の普及啓発を行う団体への助成
　　　　※令和４年度の危険物安全管理思想普及啓発強化助成事業については休止
　　エ　優良危険物事業所等の表彰
　　オ　その他防災思想普及啓発のための事業
（２）講習等事業
　 　危険物取扱者の資質向上や育成を促進するなど危険物の安全管理体制の確立に寄与するため、次

の事業を行う。
　　ア　危険物取扱者試験準備講習会事業
　　（ア）　甲種　　　 （３回）
　　（イ）　乙種第４類 （１４回、うち１日講習１回）
　　イ　危険物取扱者保安講習
　　（ア）　会場における対面講習　給油取扱所（９回）その他施設（１８回）
　　（イ）　オンラインによる講習　給油取扱所（２回）その他施設（３回）

２　収益事業
　　テキスト等販売事業
　 　危険物取扱者試験準備講習会のためのテキスト販売や、地下タンク等定期点検を促進するための

点検済証販売などの事業を行う。
（１）危険物取扱者試験準備用テキストの販売
（２）地下タンク等点検済証の販売

３　法人会計
　　その他連合会の目的を達成するために必要な事業を行う。
（１）諸会議の開催
　　ア　総会・理事会等の開催
　　イ　研修会の開催
（２）県内関係団体との緊密な連携
　　埼玉県、県内各消防本部及び関係団体との連携を密にし、連合会事業の円滑な推進を図る。
（３）他団体との連携・協力
　　ア　一般財団法人全国危険物安全協会との連携・協力
　　イ　関東甲信越地区危険物安全協会連合会との連携・協力

　※新型コロナウイルス感染症の影響により一部事業に変更等があります。
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令 和 ４ 年 度 収 支 予 算
（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）

（単位：円）

　（注） 1.借入金限度額　  2,000,000円 　　２．債務負担額　1,437,480円

科　　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　基本財産運用益 2,000 2,000 
　　　　基本財産受取利息 2,000 2,000 
　　　特定資産運用益 1,000 1,000 
　　　　特定資産受取利息 1,000 1,000 
　　　受取会費 3,726,000 3,726,000 
　　　　受取正会員会費 3,726,000 3,726,000 
　　　事業収益 31,716,000 5,633,000 37,349,000 
　　　　準備講習会事業収益 6,306,000 6,306,000 
　　　　テキスト販売事業収益 4,773,000 4,773,000 
　　　　点検済証販売収益 594,000 594,000 
　　　　保安講習事業収益 25,410,000 25,410,000 
　　　　全国危険物安全協会受託収益 266,000 266,000 
　　　受取補助金等 994,000 10,000 1,004,000 
　　　　全国危険物安全協会助成金 200,000 200,000 
　　　　全国危険物安全協会奨励金 794,000 794,000 
　　　　関危連助成金 10,000 10,000 
　　　負担金 2,620,000 2,620,000 
　　　　研修会等負担金 2,620,000 2,620,000 
　　　雑収益 41,000 41,000 
　　　　受取利息 1,000 1,000 
　　　　雑収益 40,000 40,000 

経 常 収 益 32,710,000 5,633,000 6,400,000 44,743,000 
　　（2）経常費用
　　　事業費支出 19,552,000 4,269,000 23,821,000 
　　　　防災思想普及啓発事業費支出 1,346,000 1,346,000 
　　　　準備講習会事業費支出 3,560,000 3,560,000 
　　　　保安講習事業費支出 14,646,000 14,646,000 
　　　　テキスト販売事業費支出 3,547,000 3,547,000 
　　　　地下タンク等定期点検促進事業費支出 722,000 722,000 
　　　管理費支出 15,821,000 1,190,000 5,570,000 22,581,000
　　　　事務管理費 15,821,000 1,190,000 1,583,000 18,594,000 
　　　　　給料手当 12,165,000 918,000 375,000 13,458,000 
　　　　　退職給付費用 414,000 13,000 18,000 445,000 
　　　　　福利厚生費 2,362,000 102,000 76,000 2,540,000 
　　　　　その他事務管理費 880,000 157,000 1,114,000 2,151,000 
　　　　会議費 3,637,000 3,637,000 
　　　　分担金 350,000 350,000 
　　　　減価償却費 0 

経 常 収 益 計 35,373,000 5,459,000 5,570,000 46,402,000
当期経常増減額 △ 2,663,000 174,000 830,000 △ 1,659,000

　２　経常外増減の部
　　（1）経常外収益
　　（2）経常外費用
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,659,000
　　　　一般正味財産期首残高 23,473,396 
　　　　一般正味財産期末残高 21,814,396 
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　指定正味財産期首残高
　　　　指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高 21,814,396 
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令和４年８月１日現在

会 員 名 簿
No. 協　　会　　名 代表者（会員）氏名 〒 所　　在　　地 電話番号

1 （公社）さいたま市防火安全協会 有 山　 佳 男 330-0834 さいたま市大宮区天沼町1-893 048-640-3011
2 （公社）川口市防火安全協会 萱 野　 高 志 333-0848 川口市芝下2-1-1 048-261-8375
3 比企地区危険物防火安全協会 榎 田　 達 治 355-0073 東松山市上野本1300-1 0493-23-2268
4 上尾伊奈防火安全協会 小 川　　 均 362-0013 上尾市上尾村537 048-775-1314
5 所沢市防火安全協会 新 藤　 一 美 359-1118 所沢市けやき台1-13-11 04-2929-9121
6 児玉郡市防火安全協会 入　　 基 弘 367-0035 本庄市西富田904-3 0495-24-8392
7 川越地区危険物防火安全協会 山 口　 佳 郎 350-0823 川越市神明町48-4 049-222-0744
8 羽生市危険物防火安全協会 長 島　　 清 348-0065 羽生市藤井下組990-1 048-565-1234
9 飯能地方防火安全協会 加 藤　 正 幸 357-0015 飯能市小久保291 042-974-7221
10 深谷地区防火安全協会 伊 藤　 文 一 366-0029 深谷市上敷免858 048-571-0913
11 熊谷市防火安全協会 加 藤　 博 也 360-0811 熊谷市原島675-1 048-501-0118
12 狭山市防火安全協会 角 田　 義 明 350-1333 狭山市上奥富1172 04-2953-7113
13 鴻巣市防火安全協会 久 保 田 英 治 365-0062 鴻巣市箕田1638-1 048-597-2005
14 行田市防火安全協会 小 川 貢 三 郎 361-0023 行田市長野4389-1 048-550-2122
15 朝霞市防火安全協会 小 寺　 崇 夫 351-0023 朝霞市溝沼1-2-27 048-463-1190
16 西入間広域危険物防火安全協会 麻 原　 正 男 350-0441 入間郡毛呂山町岩井2451 049-295-0163
17 幸手市危険物防火安全協会 手 島　 幸 成 340-0114 幸手市東4-5-10 0480-42-9118
18 越谷市防火安全協会 井 橋　 吉 一 343-0025 越谷市大沢2-10-15 048-974-0103
19 杉戸町危険物防火安全協会 高 舘　 武 彦 345-0024 北葛飾郡杉戸町堤根4750-1 0480-33-6010
20 春日部市危険物防火安全協会 池 田　 勝 明 344-0035 春日部市谷原新田2097-1 048-738-3117
21 加須市危険物防火安全協会 堀 越　 正 道 347-0011 加須市北小浜780-1 0480-61-1012
22 草加市防火協会 田 村　 研 二 340-0802 八潮市鶴ケ曽根1185 048-996-0660
23 久喜地区防火安全協会 小 嶋　 明 夫 346-0021 久喜市上早見396 0480-21-2712
24 戸田市防火安全協会 中 島　 直 人 335-0021 戸田市新曽1875-1 048-420-2125
25 秩父防火安全協会 宮 前　 隆 一 368-0021 秩父市下宮地町10-25 0494-21-0121
26 蕨防火協会 渡 邉　 和 政 335-0005 蕨市錦町5-1-22 048-441-0174
27 吉川松伏防火安全協会 石 綿 　　 勝 342-0016 吉川市会野谷481 048-982-3919
28 新座市防火安全協会 並 木　 重 和 352-0011 新座市野火止2-9-45 048-478-1311
29 和光市防火安全協会 冨 岡　 健 治 351-0106 和光市広沢1-3 048-461-7850
30 志木市保安防火安全協会 髙 橋　 英 明 353-0004 志木市本町1-3-1 048-472-0812
31 三郷市防火安全協会 市 川　 文 雄 341-0038 三郷市中央5-45-4 048-952-1298
32 八潮市防火安全協会 大 月　 正 雄 340-0802 八潮市鶴ケ曽根1185 048-996-0660
33 入間市防火安全協会 齊 藤　 俊 明 358-0026 入間市小谷田581 04-2962-7257
34 入間東部地区防火安全協会 大 曽 根　 豊 356-0058 ふじみ野市大井中央1-1-19 049-261-6007
35 蓮田市防火安全協会 高 橋　 賢 司 349-0133 蓮田市閏戸178-1 048-768-1109
36 北本市防火安全協会 鈴 木　 明 男 364-0032 北本市緑3-396 048-592-5005
37 桶川市防火安全協会 青 木　 健 志 363-0011 桶川市北1-25-23 048-773-1190
38 坂戸・鶴ヶ島防火安全協会 梅 澤　 將 明 350-0221 坂戸市鎌倉町16-16 049-281-3117
39 白岡市防火安全協会 黒 須 大 一 郎 349-0214 白岡市寺塚162-1 0480-92-1502
40 日高市防火安全協会 本 木　 信 一 357-0015 飯能市小久保291 042-974-7221
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令和４年８月１日現在

役 員 名 簿

役職名 氏　　　名
所　　　　　　　属

ブロック 所　　　　　　　属 役職名

名 誉 会 長 大　野　元　裕 － 埼 玉 県 知　事

顧 　 問 三　須　康　男 － 埼 玉 県 危 機 管 理 防 災 部 部　長

顧 　 問 佐　藤　和　央 － 埼 玉 県 危 機 管 理 防 災 部 消 防 課 課　長

顧 　 問 松　本　穂　高 － 埼 玉 県 消 防 長 会 会　長

顧 　 問 山　口　武　義 － 埼危連前会長

会 　 長 榎　田　達　治 2 比 企 地 区 危 険 物 防 火 安 全 協 会 会　長

副 会 長 高　橋　賢　司 4 蓮 田 市 防 火 安 全 協 会 会　長

副 会 長 小　寺　崇　夫 2 朝 霞 市 防 火 安 全 協 会 会　長

副 会 長 有　山　佳　男 1 公益社団法人さいたま市防火安全協会 会　長

副 会 長 入　　　基　弘 3 児 玉 郡 市 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 麻　原　正　男 2 西 入 間 広 域 危 険 物 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 長　島　　　清 4 羽 生 市 危 険 物 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 久保田　英　治 1 鴻 巣 市 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 井　橋　吉　一 4 越 谷 市 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 小　川　　　均 1 上 尾 伊 奈 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 伊　藤　文　一 3 深 谷 地 区 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 小　川　貢三郎 3 行 田 市 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 手　島　幸　成 4 幸 手 市 危 険 物 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 齊　藤　俊　明 2 入 間 市 防 火 安 全 協 会 会　長

理 　 事 青　木　健　志 1 桶 川 市 防 火 安 全 協 会 会　長

常 務 理 事 牧　　　光　治 － 公益社団法人埼玉県危険物安全協会連合会 事務局長

監 　 事 鈴　木　明　男 1 北 本 市 防 火 安 全 協 会 会　長

監 　 事 黒　須　大一郎 4 白 岡 市 防 火 安 全 協 会 会　長

監 　 事 加　藤　正　幸 2 飯 能 地 方 防 火 安 全 協 会 会　長



─ 18 ─

　保安講習受講対象の方は必ず受講してください。なお、講習案内、受講申請書は危険物安全協会、
防火安全協会等（消防本部内又は一部消防署内）にあります。受講申込みの際には、免状と埼玉県
収入証紙4.700円（受講手数料）が必要です。
 会場開催   講習日・講習会場・定員　　講習時間：13時～ 16時10分（12時30分から受付）

種　別 講　習　日 講　習　会　場 定員

給油取扱所

9月15日（木） 熊 谷 市 立 文 化 セ ン タ ー 文 化 会 館 500
9月21日（水） 春 日 部 市 民 文 化 会 館　 小 ホ ー ル 400
9月29日（木） 川 越 西 文 化 会 館 350

12月 2日（金） 埼 玉 会 館  小 ホ ー ル 500
1月25日（水） 埼 玉 会 館  小 ホ ー ル 500

その他の施設

10月20日（木） 三 郷 市 文 化 会 館 小 ホ ー ル 390
10月25日（火） 熊 谷 市 立 文 化 セ ン タ ー 文 化 会 館 500
10月26日（水） 川 越 西 文 化 会 館 350
11月10日（木） 朝霞市民会館ゆめぱれす 中ホール 430
11月16日（水） 久 喜 総 合 文 化 会 館 小 ホ ー ル 300
11月17日（木） さいたま市文化センター 小ホール 330
12月  5日（月） 埼 玉 会 館  小 ホ ー ル      500
1月26日（木） 埼 玉 会 館  小 ホ ー ル      500

 オンライン   受講開始日・定員等は当連合会ホームページをご覧ください。
各会場とも申込者が定員になり次第締め切ります。お早めにお申し込みください。

　危険物取扱者試験受験者の予備知識向上のため、次のとおり試験準備講習会を開催します。
　直前対策として、試験合格の近道だと思いますので、奮って受講されるようご案内します。

講習日・講習会場・定員
種別 期別 講　習　日 講　習　会　場 定員

甲種
2期   9月  1日（木）・  2日（金） 埼 玉 県 県 民 活 動 総 合 セ ン タ ー 100
3期   2月  4日（土）・  5日（日） 埼 玉 県 防 災 学 習 セ ン タ ー 100

乙
種
第
４
類

6期   9月  7日（水）・  8日（木） 川 越 西 文 化 会 館 100
7期   9月10日（土）・11日（日） 朝 霞 市 産 業 文 化 セ ン タ ー 100
8期  10月  8日（土）・  9日（日） 川 越 西 文 化 会 館 100
9期  10月15日（土）・16日（日） 埼 玉 県 防 災 学 習 セ ン タ ー 100
10期  10月29日（土）・30日（日） キ ラ ラ 上 柴（ 深 谷 市 ） 100
11期  11月  5日（土）・  6日（日） 川 口 総 合 文 化 セ ン タ ー リ リ ア 100
12期  11月19日（土）・20日（日） 朝 霞 市 産 業 文 化 セ ン タ ー 100
13期   2月11日（土）・12日（日） 朝 霞 市 産 業 文 化 セ ン タ ー 100
14期   2月19日（日）         　　 埼 玉 県 県 民 活 動 総 合 セ ン タ ー 100

　14期は１日の講習です。試験直前講習で以前に準備講習会を受講された方などが対象です。

令和4年度 危険物取扱者保安講習のご案内（令和４年9月以降）

令和4年度 危険物取扱者試験準備講習会のご案内（令和４年9月以降）

申し込み方法等 最寄りの各協会（16ページ「会員名簿」参照）又は当連合会（℡048-834-7784　
ホームページhttps://www.saikiren2007.or.jp/）までお問い合せください。


